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発表内容  平成 20 年 7 月 16 日に腸管出血性大腸菌 O157 感染症として届け出が

あった患者が利用した焼肉店を、同日に利用した他のグループからも有

症者が確認されて、食中毒と断定された。事件の前後に散発した感染症

事例についても、2事例で当該焼肉店を利用していたことや、他の 2事

例で利用した飲食店の肉の仕入れ先が当該焼肉店と同じである等、食中

毒事例との関連が示唆された。疫学調査結果および PFGE 解析により、

流通末端の焼肉店での汚染のみならず、仕入れ先やその前段階での汚染

の可能性も考えられた。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


